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研究成果 の概要(和 文):

肝細胞癌 の多段 階発癌 は、異型結節 か ら早期肝癌 を経て、多」血性の 中分化型肝炎 に至 る。そ

の過程 にお ける造影超音波 ク ッパー相 の所見 と遺伝子発現 を検討 した。そ の結果 、異型結節 で

はほぼ全例 にOATP8が 発現す るが、造影超音波 ク ッパー相 で低信号 を呈す早期発癌 ではほぼ

全 例 に お い てOATP8の 発 現 を 認 め な か っ た 。 ま た 異 型 結 節 で は

Glypican3,HSP70,CAP2,GS,Bmi-1の 発現 を認 める例 はなか った が、造影超音波 ク ッパー相 で

低信号 を呈す早期肝癌 ではこれ らの遺伝子群 の発現 を認 めた。以 上 より、臨床 的には造影超音

波 ク ッパー相で低信号 を呈す結節 は治療対象 とすべ き結節 であるこ とが確認 され た。

研究成果の概要(英 文):

 OATP8 epression is observed in dysplastic nodule, but not in early  hepatocellular 
carcinoma (e-HCC),which is shown as low intense on kupffer phase contrast-enhanced US. 
In  addition,Glypican3,HSP70,GS,CAP2,Bmi-1 are highly expressed in e-HCC during 
multistep hepatocarcinogenesis.
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1.研 究開始当初の背景

肝細胞癌は異型結節、早期肝癌、進行肝癌
とた段階的に発癌進展 してい くが、異型結節、

早期肝癌の遺伝子発現が進行癌のそれ と差
があるがどうかについてはいまだ明らかに

されていなかった。

2.研 究の目的

造影超音波クッパー相で低信号 となる乏
血性結節に対 し、さまざまな遺伝子を染色 し、

多段階発癌のどの段階でこれ らの遺伝子発

現 の消失 、出現が現れ るかを検討す る。

3.研 究 の方 法

組織学 的に異型結節 、早期肝癌 と診断 され

た結節 に対 し、

OATP8,GS,Glypican3,HSP70,CAP2,Bmi-1

の発 現を検討 し、 どの時点で これ らの遺伝子

変化 が生 じてい るかを検討す る。

4.研 究成果

ソナ ゾイ ド超 音波 ク ッパー相 で低信 号を



呈す る結節 は、異型 結節 の場合は これ らの遺

伝子群 に変化 は見 られず 、早期肝癌になって

始 めてOATP8の 発現低 下、Glypican3,

HSP70,CAP2,Bmi-1の 発 現がみ られ ること

が明 らか となった。
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